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Abstract：The aim of this study was to examine how students' interest for English and speaking skils 
changed when eleventh graders (N=138) took the four-skils integrated English lesson.  The students' interest 
for English and speaking skils were assessed by using a questionnaire, students' comments from their 
reflection sheets, and an interview test. The data from the questionnaire showed that the four-skils-integrated 
English lesson was highly praised by students, and the ratio of students who liked English and think that 
English is needed for their future increased.  In addition, more than half of them felt that they could continue 
improving their speaking skils and have gained more confidence in speaking, especialy in front of others.  It 
was also found through students' comments that their experiences of presentation made their self-eficacy 
higher and they were more wiling to learn English autonomously.  The result of the interview tests also 
showed that their vocabulary and expressions increased and they could express their own stories in more subtle 
way.  As a result, it can be regarded that the four-skils-integrated English lesson was efective in helping 
students improve their speaking skils and become highly motivated for English learning, because the students 
had more interest in English.
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World Communication Ⅰ』か ら「Lesson 1 : English as a 
Global Language」である。「Introduction」には２時間，
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* p < .０５， ** p < .０１
鳴門教育大学学校教育研究紀要６２
と思いますか。」で肯定的な回答が微増している。英語が
好きになり，英語が理解できるようになるにつれて，英
語の将来への必要性を実感するようになってきているの
ではないかと考える。
　しかし，「６．現時点で英語が得意ですか。」で「得意
である（５％）」と「苦手である（２９％）」の割合が事前
事後で変化がなかったことから，学力面の向上にはさら
なる授業内でのインプットや発表などアウトプットの経
験を重ねることが必要になる。長期的，かつ，継続的な
実践が必要と考える。
２．単元終了後の振り返りシートの自由記述の考察
　「Introduction」の単元は，初めての本格的な「話すこ
と」を主体とした４技能統合型の授業展開であり，多く
の生徒が不安を感じていたと考える。しかし，本単元の
授業コンセプトを生徒の取り組みやすさとしたことで，
生徒からは，「もっと英語を話せるようになりたい」や
「周りのみんなのようにうまくいえるようになりたい」な
ど次回学習への意欲を示すコメントや生徒の授業に対す
る意識や真剣に取り組む態度が見て取れ，活動や発表と
いうアクティブラーニングスタイルの授業が概ね受け入
れられたと考えられる。一方で，「人前で話すことは難し
い」や「自分の言いたいことを英語で書くことが難しい」
など英語の習得の難しさを示すコメントも多く見られた。
そのほとんどの記述が発表など自分の取組に関しての反
省コメントであり，次回学習に対する具体的な目標を述
べるコメントはほとんど見られなかった。
　考えられる要因として，本単元でうまく活動や発表を
こなせた生徒にとっては，中学校からの馴染みの活動で
もあり，新しい学びの実感がないことが考えられる。ま
た，英語に対する難しさを訴えた生徒にとっては，反省
点はすぐに浮かぶが，どのように改善すべきかという点
にまで具体的に分析できる段階には至っていなかったと
考えられる。
　しかし，「Lesson 1」になると，教科書を用いた要約再
生の発表，また，教科書内容を応用した最終タスクの発
表とその原稿の制作など，活動レベルが上がったことや
発表のためのリハーサル，本番と人前で話す機会が多く
なったことから，授業に取り組む態度にも変化が見られ
はじめ，生徒の意識も，活動や発表の中身に関心が向か
い始めた。特に，生徒からは「もっと反復練習が必要だ」
というコメントが多く見られるなど，ある一定量のス
ピーチを人前で話すためには，記憶だけに頼らず，伝え
る内容を熟知することや何度も練習を重ねることが必要
になることに生徒は気づいてきたと考える。また，「本文
の要約を自分の言葉でできればよかったと思う」や「相
手に英語できれいに分かるように伝えたいという気持ち
や意欲が高まった」など，生徒一人ひとりが様々な課題
意識を持ち始めたのもこの単元終了後の特徴であると考
える。
　さらに，一部の生徒ではあるが，「どうして英語なんて
勉強しないといけないの？と思っていたけど今後外国の
人とコミュニケーションできる唯一の方法なので一生懸
命勉強しようと本気で思った。」や「この単元で私生活中
でも英語を使っていきたいと思った。」など近い将来，社
会において英語が必要になるであろうと考え，実践的に
使えなければいけないと考える生徒が出てき始めた。
　実践研究終了後のコメントからは，「人前で話す自信が
ついた」，「英語に慣れてきているような気がします」な
ど，英語に対する自己効力感の高まりを感じるコメント
が見られた。さらに，「要約するのが難しいがやりがいが
ある」，「自分で作った英文を発表するのが楽しかった」
など，授業での取組がある程度上手くいったことに対す
る達成感を示すコメントも増えており４月当初からの成
長が見られるのではないかと感じた。
　また，「１対１で話をする時にとっさに言いたい言葉が
出なかったので会話で英語が話せるようにしたいです。」
や「思ったことを英語にして伝えられないので語いを増
やして話せるようになりたい。」など新たな課題を設定し，
今後更なる成長を目指そうとする英語学習への積極的な
コメントも多く，主体的な学習者として成熟してきた姿
を見せた生徒もいた。
３．スピーキングテストの考察
　スピーキングテストの結果，授業開始前の事前テスト
のそれぞれの平均は「分量（１.９２点）」，「内容（２.０５点）」
であった（表６）。テストでは，慣れない１対１のインタ
ビューテストに戸惑う生徒も多く，どのクラスの生徒も
自分のことを話すことはままならないまま，沈黙が多く
なる場面が多く見られた。また，事前指導プリントを用
いて質問内容について説明を行い，話す内容について準
備をしてきてもかまわないとしたが，準備をしてきた生
徒でも用意してきた内容を２０秒程度で話しきってしま
い，その後続けて話すことができない状況が多かった。
しかし，授業実践終了後の事後テストのそれぞれの平均
は，「分量（２.１０点）」，「内容（２.１５点）」とすべての項
目で得点が上昇した。発表活動を３回経験していること
もあり，生徒一人ひとりの人前で話す自信が高まり，英
語で使用できる表現が増えたことが，話す分量の増加や
内容の深まりに繋がったと考える。生徒の中には，"Do 
you 〜?"でスピーキングテスト中にこちらにたずねてく
るなど，発表の成果が見られた。
　これらのことは，金谷（２０１２）で行われたスピーキン
グテストでも同様のことが見られており，より妥当性が
高まったと考えられる。だが，２単元分（１１時間程度）
では授業でインプットした内容をうまく頭から引き出し，
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活用できない生徒も多い実態も明らかになった。授業に
おける継続したインプットとアウトプットの必要性が示
されたものとして考えることができる。
Ⅴ．まとめ
　今回の実践研究から，高等学校の英語授業における４
技能統合型の授業展開は，効果的に機能し，生徒の興味・
関心や学習意欲，英語運用能力を向上させる実践として
効果が高いということが示唆された。その理由として，
①プレゼンテーションの発表を含む４技能統合型授業の
意義やその有用性を理解し，発表の成功体験から達成感
を得ることで，生徒自身が話す力のみならず他技能の向
上に役立ったと考えていること，②授業内での活動及び
発表の成功で，英語に対する自己効力感が高まり，英語
への興味・関心の高まりが見られたこと，③発表という
課題を達成したことにより，更なる自身への課題に対す
る省察がおこり，英語学習が自律的に行われるように
なったこと，④発表を通して英語を実践的に取り扱うこ
とで，実際に使える英語とは社会におけるコミュニケー
ションツールとしての英語であることを認識し，自分の
将来に英語が必要と自覚しはじめたこと，⑤結果として，
生徒が話す英語の絶対量が増加し，内容についても深ま
りを持たせて話せるようになってきていることが考えら
れる。①〜④については，大学生対象に行った藤田，山
形，竹中（２００９）の調査でも同様の結果が出ているが，
高校生対象でも，取り扱う題材やワークシートを十分に
吟味することにより，同様の効果を得ることが示唆され
たことは意義深い。
　最後に，意識調査の結果や自由記述の内容から見いだ
された課題を述べる。まず，発表が個人で行う活動のた
め，人前に出るのが極度に苦手な生徒にとっては大きな
プレッシャーになり授業に対して積極的になれなかった
ことである。今後は発表活動の形態をペアにするなど，
原稿作成や発表に対する精神的負担を減らし，人前に出
るのが苦手な生徒への配慮や工夫を施す必要がある。ま
た，英語に苦手な意識を持つ生徒も少なくないことから，
英語担当教師は，授業中の生徒の様子を把握するだけで
なく生徒に直接インタビューするなど，工夫しながら課
題を明確にし，授業の効果がより多くの生徒に対して一
定に現れるよう，標準化された実践を目指して，さらに
授業内容や形態を洗練していく必要がある。次に，この
形態の授業が生徒の英語運用能力の向上に本当に繋がっ
ているのか，その有用性や必要性について実感できない
生徒がいる点である。教科書内容に準じたことであれば
話せるが，別のテーマや即興での会話になると，教科書
内容を応用して，もしくは，生徒自身がオリジナルの内
容を考えて英語を話していく段階までには運用能力が
育ってきていないと考える。更なる英語運用能力の向上
には，本実践で一応の効果を示したが、さらにアウトプッ
トの経験を増やすこと，加えて授業内でのインプット量
も増やす工夫が不可欠であり，長期的，かつ，継続的な
授業の設定が課題となると考えている。
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